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4  3 マ ンモグラフd　− 1：おける高雛 ン トラス トタイプの増感紙

　／フィルムの組み合せに関する
一 考察

東京慈臘会斷 導大学附羈第三癇浣 放鞴 鄒
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東京慈憩会医麟大学附驢 院 攤

三鰤 陣

【目驪 　 現在、纖 こおいて高コ ン トラス トタイツの増懣紙 ・フ ィルム システムが主流であ妙、当放財線飄こおい ても増

感紙 ：フ ジ 劉RM 蝋 MO 理NE、フ ィルム ：フ ジ しM 一甌 HC の噌懣紙 ・フ ィルム シス テムを使幣してい る。　 今回我々・は額たに

コ ッ ダク社の高コ ン トラス トタイプM 轍載 嬲 0の増感祇 ・フ ィル ムシ ステム鞭 躍する機会を得たので、両者の比較検討を行

い、多少の知冕壷交え報霤する。

1使用機器】＊ P腰 SM 融 脚 蜘 UC ＊ 巨纏碑 M40 αD＊ テス トチ ャ
ー＊蹴 瓱伽 歌 2伽 脚

　　　　　 ＊FOjHk 　WWOFINEym 　UM 一  C   蕚灘 血 寒マ イク賞ヂンシ トメ・一夕

【方法】 2社の 増惑紙 ・
フィルム システムの惣 こ。各々別メー一カーの増懣紙 ・フ ィルムを飆み台わせ　4種黷の麓轗 紙 ・フ ィ ル

ム システム として、騨 の物理評価、攤 謹評価を行う。 1）特性曲線 ：管竃圧70 藜V による驪 郵こて鰄 し、覇 感度よっ

て管電圧 28kV 賻の赫性曲線を算出する。 2）鞭 ：マ ンモ撮影装麗の鑼 診台および、圧迫板髢取り外し、床面に鉛シートを

置く、この上に カセッ テをのせ、カセ ッ テ畏飆 こ竭して平行になるよう極光   αヨ臙 丁盟 E9 を置き、テス トチャ
ー・・　Fの 濃

度一 が 1．eK ）になるよう撮影を行う。アパーチャ サイズ to＊ 1a　o　parn、テ・一ブルス ピ・一ド5CO μ獻 で灘 藍する。

3）R瓢S 種状度 ：床面の鉛シ ー ト上にカセ ッテを置き、カセ ッ テ上に鉛シPt トを羂い て拡孅 α5、1．O．亘5、　ZO の 4つ の濃獲

帯を作成する。 サンプリンク間隔 10μ血 ピッチ、、サ ンプリングポイン トSW 点の瀧 を9巨哘 う。4）蠶癲画艨 ：蹴

例につ いて、4システムで撮影を行い 翻敦八で観漿し．比較評価を行う。

匿維果li ）特犠艘繚 ：Mi鼠駅 2伽 騨 駐 における平均繍 ま 3．40、  OFINE〆Min−Rnv ）蜘 では 3，．SSであっ た。

MAMMO 団魍 ノM   一鼠 2α翼）騨 m につ い て、遜漁臓領域の立ち上が砂が郷えられ

適正露光域が拡がの、また直線領域が畏く高コ ン トラス トシステム として縷写

体のもつ 黼 を朧 趨こ瀰 能であることが騨っ た。2｝照 F ：測定耄課 を騨g
．1に示す。 低空間驪 嫐 領域で全体を比毅すると覊 に大きな差はなく中甕

問周波数領域で銚較するとMAMM ◎ F脳 E！M 洫一R2000 脚 が瞹れてい る。また、

MIF 　30％ 程臓力饕糊 陵跛数の解醸甥 こ逝猷することから mmO 　F腿 E　t　Min −

Ramsymm 　Zis最も優れた解鬣力を持っ ていることが解 っ た。3）RMS 粒状渡 ：

測巓鱶果を 駐培2 に承す。瀬 0 ，8 〜 L3 程渡の領域におい て、  0 齪

ノM 血一R2〔鵬 騨 弧 が最も優れた結果となっ ゐ。しかし、この 鋤 は濃痩 1．．4

程度以降（撚 こおい て急激に悪化していた 。 また、MAMMO 靆NE／U踊．MAec

では、全ての譲度鰈 こ対して安定した結果となっ た。 4）臨床画嫌 ：欝 価

では、特に微細石灰化艨につ いて注目し、騾 ずるとMA 繝   FjNE！U贓 一mmc

では、石灰叱とその境界の鮮明さに欠け、またmmO 　FINEfMitt−Ramsyrmi

ではb 石灰眦とその旒界が最も繃 に簑際 された。この 鋤 では、脂肪組織や

皮瑠ライ ンの黜 におい て優れた結集 とな r）た。

【考嬲 今団瀞 瞳社とKndsk社の高識 ン トラス トタイブ増感紙 ・フ ィ ルム シス

テムと新たに組み合わせた、4システムにおける特囲 麹線 MTF 、　RMS 灘

なとの 物嚠 騰 臨廉画豫 による視覚評価を行っ た熱 新たに組み合わせた増

感紙 ・フ ィルム システム では、良郷な結檗を鰹ることができた。 これよtp、萩

拙こ組み合わせたシステムであっ ても躑 紛 場で有効に使用できることが解っ た。

騰吉謝 さまざまな増感紙 ・フ ィル ム システム につ い て物理的評価、視蠶評儺

を行 っ たが、各 々のシ ステムには、さまざまな特性があること解っ た。これよゆ、

躑 嬲 こおいて踟成のシ ステムにとらわれる ことなく、新たなシステムにより、

最良の控能を撻つ シ ステムを有効に使爾で きることが解っ た。
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